
市議会だより『なんたん』／第６号 8市議会だより『なんたん』／第６号9

南
丹
市
の
豊
か
な
将
来

を
展
望
す
る
と
き
市
民
・
地

域
社
会
・
行
政
の
協
働
は
必

要
不
可
欠
な
要
素
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
地
域
力
の
強

化
が
最
重
要
事
項
と
な
る
。

行
政
と
し
て
の
住
民
相
互
の

連
携
強
化
・
地
域
で
の
人
的

資
源
の
充
実
に
対
す
る
対

応
、
ま
た
地
域
活
性
化
に
向

け
て
の
ハ
ー
ド
事
業
と
し
て

栄
町
公
民
館
進
入
路
拡
幅
に

つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

地
域
活
性
化
に
関

し
て
地
域
力
の
強
化
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
認
知
し
て
い

る
。
自
助
・
共
助
・
公
助
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
行
政
運

営
を
行
い
、
府
と
連
携
を
強

化
す
る
中
、
地
域
力
の
向
上

に
努
め
る
。
ま
た
、
今
回
の

組
織
機
構
再
編
強
化
を
通
じ

て
も
担
当
で
き
る
職
員
を
配

置
す
る
。

栄
町
公
民
館
進
入
路
に
つ

い
て
は
、
用
地
・
移
転
物
件

の
対
応
は
地
元
で
行
う
こ
と

が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
調

査
に
つ
い
て
は
地
元
で
一
定

理
解
を
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
所
管
課
で
進
め
て
い

く
。

高
齢
者
に
対
す
る
市

営
住
宅
賃
貸
契
約
の
配
慮
・

心
配
事
相
談
へ
の
対
応
、
向

河
原
団
地
の
ぐ
る
り
ん
バ
ス

停
留
場
設
置
に
つ
い
て
伺

う
。

財
政
問
題
も
絡
み
、

的
確
・
健
全
な
管
理
が
市
役

所
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ

る
。
た
だ
し
、
高
齢
者
・
独

居
老
人
の
方
々
に
は
配
慮

し
、
十
分
調
整
を
し
対
応
す

る
。心

配
事
相
談
は
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
て
い
る

が
、
市
役
所
窓
口
で
気
軽
に

相
談
で
き
る
体
制
に
努
力
し

た
い
。
ぐ
る
り
ん
バ
ス
停
留

場
は
地
域
公
共
交
通
会
議
を

開
催
し
検
討
す
る
。

園
部
公
園
ス
ポ
ー
ツ

広
場
グ
ラ
ン
ド
の
左
側
面
フ

ェ
ン
ス
の
高
さ
が
低
く
危
険

な
の
で
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

都
市
公
園
軟
式
野

球
場
社
会
人
第
３
種
の
設
計

基
準
で
整
備
し
た
。
今
後
は

使
用
す
る
関
係
諸
団
体
の
意

見
を
参
考
に
し
検
討
を
加
え

る
。

問

問

問市
長

市
長

市
長

栄町公民館進入路

栄町公民館進入路
拡幅は 丹政クラブ

橋本　尊文 議員

用地・移転物件の対応は地元で市長

質 問質 問 �質 問一 般 �

10
年
後
の
南
丹
市
を

展
望
す
る
総
合
振
興
計
画

が
策
定
さ
れ
た
。
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
目
標
と
し
て
、

生
き
が
い
の
定
住
構
想
等

の
基
本
計
画
、
実
施
計
画

が
取
り
組
ま
れ
る
が
、
八

木
駅
、
吉
富
駅
を
中
心
と

し
た
整
備
が
重
要
と
考
え

る
。
29
年
の
人
口
は
3
4

0
0
0
人
と
推
計
し
て
い

る
が
、
人
口
増
対
策
と
併

せ
駅
舎
整
備
の
考
え
は
。

吉
富
駅
西
区
画
整

理
事
業
は
、
京
都
府
の
審
議

会
を
経
て
11
月
に
市
街
化

区
域
に
な
り
、
土
地
利
用
計

画
が
決
定
さ
れ
、
宅
地
整
備

に
よ
り
1
8
0
0
人
の
人
口

増
、
八
木
駅
西
区
画
整
理
事

業
は
、
準
備
会
が
設
立
さ
れ

事
業
実
施
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。
宅
地
整
備
に
よ

り
、
8
3
0
人
の
人
口
増
を

見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、
誘

致
企
業
の
従
業
員
の
定
住
化

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
駅

舎
は
利
便
性
の
高
い
利
用
し

や
す
い
も
の
を
検
討
し
て
い

く
。

財
源
確
保
と
健
全
な

行
財
政
運
営
に
つ
い
て
伺

う
。
本
市
の
歳
入
の
う
ち

自
主
財
源
比
率
は
32
％
と

低
い
。
自
主
財
源
の
確
保

や
税
・
使
用
料
・
手
数
料

の
滞
納
整
理
は
。
ま
た
、

未
使
用
の
市
有
財
産
の
処

分
は
。
経
費
節
減
対
策
の

年
次
計
画
数
値
設
定
は
。

組
織
改
正
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
。

自
主
財
源
の
確
保

と
経
費
削
減
は
重
要
課
題
で

あ
る
。
企
業
誘
致
や
税
の
適

正
課
税
、
適
正
徴
収
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
京
都
府
と
も

徴
収
の
連
携
を
は
じ
め
て
い

る
。
市
有
財
産
の
不
用
な
も

の
等
を
検
討
、
検
証
し
、
処

分
す
る
。
経
費
削
減
は
、
行

政
改
革
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
経

常
経
費
等
数
値
目
標
を
決
め

て
取
り
組
む
。組
織
改
正
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ

な
い
。
永
続
で
き
る
体
制
、

行
政
改
革
、
行
政
推
進
の
三

つ
の
柱
で
進
め
る
。

期待される吉富駅西区画整理事業予定地

総合振興計画の
人口増対策は

宅地整備によって人口増を図る
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市長

合
併
協
議
会
で
は
、お

お
む
ね
10
年
を
め
ど
に
合
併

効
果
が
み
え
に
く
い
総
合
支

所
方
式
を
条
件
に
、住
民
の

皆
さ
ん
に
町
村
合
併
の
合
意

を
も
と
め
た
経
緯
が
あ
る
。

今
日
の
南
丹
市
の
財
政
状

況
が
予
想
で
き
な
か
っ
た
、状

況
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、市
長
は
、南

丹
市
の
財
政
運
営
で
、ど
の

部
分
に
問
題
が
あ
り
、ど
の

よ
う
に
改
善
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
か
。明
確
な
情

報
を
市
民
に
提
供
す
る
必
要

が
あ
る
。重
大
な
状
況
を
把

握
し
て
い
る
の
な
ら
19
年
度

の
施
政
方
針
で
明
確
に
示

し
、19
年
度
予
算
編
成
で
、継

続
事
業
を
見
直
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。議
員
の
質
問
に

対
し
て
、財
政
が
厳
し
い
状

況
と
裏
腹
に
、見
直
す
考
え

は
な
い
と
市
長
は
答
弁
し
て

い
る
。突
然
に
降
っ
て
湧
い
た

よ
う
な
機
構
改
革
で
、財
政

的
な
効
果
、施
政
方
針
と
の

整
合
性
、合
併
協
議
と
の
整

合
性
と
住
民
へ
の
説
明
責
任
、

周
辺
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低

下
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

20
年
度
の
予
算
編

成
対
応
が
で
き
る
体
制
を
整

え
た
い
。
分
か
り
や
す
く
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
伴
わ

な
い
施
策
と
し
て
実
施
す
る
。

住
民
に
は
十
分
な
説
明
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

南
丹
市
は
全
国
的
に
見

て
も
、有
害
鳥
獣
対
策
に
使

う
予
算
額
は
多
い
が
、農
林

作
物
の
被
害
は
い
っ
こ
う
に

減
少
し
な
い
ま
で
も
、ま
す

ま
す
被
害
が
多
く
な
っ
て
い

る
。

何
が
原
因
す
る
の
か
、ま

た
有
害
鳥
獣
対
策
が
、適
正

に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。

広
葉
樹
の
減
少
、
里

山
の
変
化
、
猟
友
会
の
高
齢
化

等
が
課
題
と
考
え
る
。
捕
獲
奨

励
金
・
報
奨
金
を
単
費
で
実

施
し
て
い
る
が
、
地
域
集
落
の

協
力
体
制
、
市
町
村
・
府
県
を

越
え
た
捕
獲
体
制
な
ど
を
要

望
し
て
い
き
た
い
。

長
期
的
に
は
、
森
林
の
整

備
、
広
葉
樹
の
復
活
な
ど
森
の

再
生
が
重
要
な
課
題
と
考
え

る
。

問
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今
、
南
丹
市
役
所
で
働

く
職
員
の
3
人
に
1
人
が
嘱

託
や
臨
時
職
員
と
な
っ
て
い

る
。本

来
で
あ
れ
ば
、
正
職
員

と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
市
役

所
が
、
低
賃
金
労
働
者
を
調

整
弁
の
よ
う
に
使
い
、
世
間

で
問
題
に
な
っ
て
い
る
派
遣

労
働
者
と
実
質
的
に
は
変
わ

ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。時

給
換
算
で
、
千
円
を
下

回
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思

う
が
、
引
き
上
げ
る
考
え
は

な
い
か
。
又
、
引
き
上
げ
る

に
は
い
く
ら
必
要
な
の
か
。

時
給
単
価
は
、
7

0
0
円
か
ら
1
4
0
0
円
と

な
っ
て
い
る
。
必
要
額
は
、

1
億
8
千
万
円
と
な
る
。
今

の
時
給
は
決
し
て
高
い
も
の

で
は
な
い
が
、
財
政
状
況
等

を
考
え
る
と
き
、
引
き
上
げ

は
考
え
ら
れ
な
い
。

市
が
発
注
す
る
業
務
委

託
や
公
共
工
事
、
さ
ら
に
は

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
委

託
料
を
支
払
っ
て
い
る
施
設

な
ど
で
働
く
人
た
ち
の
実
態

把
握
と
業
者
指
導
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

発
注
先
企
業
の
人
件
費
や

労
働
条
件
を
発
注
者
で
あ
る

自
治
体
が
責
任
を
持
っ
て
監

督
で
き
る
制
度
と
し
て
、

「
公
契
約
条
例
」
の
制
定
運

動
が
全
国
で
起
こ
っ
て
い

る
。
市
と
し
て
制
定
す
る
こ

と
を
強
く
要
求
す
る
。

関
係
法
令
に
基
づ

き
指
導
し
て
い
る
が
、
労
働

者
の
単
価
ま
で
の
調
査
は
行

っ
て
い
な
い
。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て

は
、
国
・
府
の
動
向
を
見
な

が
ら
議
論
を
深
め
た
い
。

美
山
町
の
知
井
保
育
所

保
護
者
か
ら
強
く
要
望
さ
れ

て
い
る
「
1
歳
児
保
育
」

「
延
長
保
育
」
な
ど
の
保
育

条
件
は
、
同
等
と
す
べ
き
と

考
え
る
が
そ
の
用
意
は
あ
る

の
か
。

利
用
し
や
す
い
保

育
所
づ
く
り
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
育
ち
の
観
点
を

最
優
先
に
、
今
検
討
し
て
い

る
。
募
集
ま
で
に
は
体
制
を

整
え
、
保
護
者
へ
の
説
明
を

行
う
。
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市役所本庁舎

嘱託・臨時職員の
賃金改善は

財政状況等を考え賃金引き上げはない

日本共産党・住民協働市会議員団
高野　美好 議員

有害鳥獣の捕獲檻

市長 広域的な捕獲体制も必要 市長

一向に減少しない
鳥獣被害活緑クラブ

松尾　武治 議員
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